
　
大
六
天
遺
跡
は
、
小
見
川
の
一
ノ

分
目
に
所
在
し
た
古
墳
時
代
か
ら
中

世
の
遺
跡
で
す
。
発
掘
当
時
、
遺
跡

の
大
半
は
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

約
１
万
２
０
０
０
㎡
を
調
査
し
ま
し

た
。

　
遺
跡
は
利
根
川
を
望
む
台
地
の
先

端
を
占
め
、
昔
は
眼
下
に
香
取
の
海

が
広
が
り
常
陸
国
や
鹿
島
灘
を
一
望

で
き
た
場
所
で
す
。
香
取
の
海
を
行

き
来
す
る
舟
も
つ
ぶ
さ
に
把
握
で
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
か
中

世
の
戦
乱
期
に
は
城
館
が
築
か
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
の
土
木
工
事
で
よ
り

古
い
時
代
の
遺
構
や
遺
物
の
多
く
が

消
失
し
ま
し
た
が
、
平
安
時
代
ま
で

は
集
落
が
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
土
木
工
事
は
、
平
坦た

ん

面
の
削
り
出

し
、
堀
の
掘
削
や
溝
を
伴
う
柵
の
設

置
、
土
塁
の
構
築
、
斜
面
部
の
整
形

な
ど
で
す
。
計
画
的
に
区
画
し
、
居

住
区
、
物
見
台
、
広
場
を
配
置
し
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
居
住
区
は
、

広
く
削
り
出
し
た
平
坦
面
の
中
央
で

平
坦
面
と
の
境
に
段
差
を
付
け
、
防

御
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
斜
面
部
の

整
形
は
ま
る
で
腰こ

し
ぐ
る
わ

曲
輪
の
よ
う
で
す
。

　
城
館
跡
の
年
代
は
、
14
世
紀
か
ら

16
世
紀
で
す
。
特
に
15
世
紀
の
遺
物

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
を

最
盛
期
と
し
て
16
世
紀
に
な
る
と

徐
々
に
縮
小
し
、
以
降
は
一
部
の
区

画
が
埋
葬
の
場
と
な
り
終し

ゅ
う
え
ん焉
を
迎
え

ま
し
た
。

　
14
世
紀
は
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
し
、

南
北
朝
の
内
乱
期
が
始
ま
り
ま
す
。

室
町
幕
府
は
関
東
を
管
轄
す
る
鎌
倉

府
を
置
く
な
ど
、
情
勢
が
大
き
く
動

い
た
時
代
で
す
。
一
方
、
香
取
神
宮

と
千
葉
一
族
と
の
間
で
社
領
を
め
ぐ

り
、
鎌
倉
府
も
巻
き
込
ん
だ
騒
動
も

あ
り
ま
し
た
。

　
15
世
紀
に
入
る
と
、
鎌
倉
公く

ぼ
う方
と

そ
の
補
佐
役
で
あ
る
管か

ん
れ
い領
と
の
対
立

が
続
き
、
1
4
5
4
年
に
は
、
鎌
倉

公
方
が
管
領
を
殺
害
し
、
関
東
の
戦

国
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
享き

ょ
う
と
く徳
の
乱

が
勃
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
不
穏
な
空
気
を
背
景

に
、
防
御
性
を
高
め
た
構か

ま
えに
発
展
さ

せ
た
の
で
し
ょ
う
。
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習
課
☎
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▼詳細はコチラ

▲�1年間の活動成果を報告しました

3月13日、香取の魅力を五感で感じるイベント「M
メ ル カ ト リ

elkatori」を開催しました！
　「メルカトリ」とは、イタリア語の「メルカート（マルシェ）」
と「香取」を掛け合わせた名称で、地域の魅力を「体験」として
届けることを目的としたイベントです。当日は、スローシティ
プロジェクトについて、学生から令和7年度の活動報告と令
和8年度に向けた展望を発信しました。併せて、言葉だけで
は伝えきれないスローシティの価値を体感していただくため、
マルシェを同時開催しました。
　マルシェには「道の駅くりもと紅小町の郷」「JP Honey」「芳
源マッシュルーム」の3団体に出店いただき、学生が活動の中
で出会った「スロー」を感じる食や文化を来場者の皆さまにお
届けしました。当日は約40人に来場いただき、東洋大学との
トークセッションも交えながら、香取の魅力やスローシティ
の考え方に触れていただく一日となりました。

　今後もスローシティのさらなる浸透を目指し、地域の皆さ
まとともに活動を進めてまいります。変わらずこれからも応
援していただけるとうれしいです。よろしくお願いいたしま
す！

▲調査地空中写真(南東より)

す
。
建
物
跡
が
複
数

あ
り
、
少
な
く
と
も

二
時
期
の
変
遷
が
確

認
で
き
ま
す
。
物
見

台
は
、
居
住
区
の
南

に
隣
接
し
、
一
段
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

櫓や
ぐ
らな
ど
の
跡
は
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
広
場
は
作
業
空

間
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
合
戦
時
に
は
兵

だ
ま
り
な
ど
に
も
使

用
し
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
土
塁
と

斜
面
部
の
整
形
は
、
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